



































プロダクションには、設立当初のものとして知られる一枚の記念写真がある。社名の書かれたステージの正面に阪東や、当時提携していたアメリカのユニヴァーサル社の人物と思われる西洋人が写っているその写真、その背景のステージはどこなのか。その後、その撮影所は、帝国キネマ太秦撮影所、新興キネマ太秦撮影所 東横映画撮影所などと名を変えていったけれども、九四年が経過したいま このステ ジそのものは、もうとっくになくな しまった か あるいは東映京都撮影所の敷地内にいまも存在す のだろうか。
そんな疑問の答えを、残されたその時代その時代の写真を













するうちに当然たどり着くわけだが、大陸新邨といえば、思い出 のは水久保澄子︵一九一六年～没年不詳︶である。トーキー直前のサイレント末期の松竹蒲田の女優 り、小津安二郎﹃非常線 女﹄ ︵一九三三年︶や成瀬巳喜男﹃君別れて﹄ ︵同年︶にも出演していることで知られる。マキノ雅弘や片岡千恵蔵といった映画界の他社の人間にもファンが多かった愛らしい少女役者であったも の、デビューした一九三二年からわずか四 、の の山口百恵よりも短い期間で消息を消し 幻の人物。
堀田善衛の上海日記、一九四五年一〇月二四日の記事に


























??? The Roaring Twenties　1939????????
??????
